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　山梨県は，本州のほぼ中央に位催し，富士山をはじめとする山岳，湖沼，漢谷

に恵まれ，県土の全域が美しい山河と緑におおわれており，標高差が著しいた

め，植物の種類もきわめて多く，この豊かな自然は，全国に誇りうるものであり

ますG

　しかし，最近，経済，社会の進展，市街地の拡大などによって緑地が失われ，、

貴重な自然が損なわれる傾向がみられております。

　自然は，現在および将来の県民のための限られた資源であり，快適な県民生活

を鴬むうえの基盤でありますので，この優れた自然を末永く保護保存し，次代に

引き継ぐことは県民の責務であると考えております。

　県は，昭和46年，山梨県自然環境保：金条例を制定し，自然環境保全地区等の指

定を進めると同時に自然環境保全に関連する各種の基礎調査を実施してまいりま

した。

　この山梨夢譲植生図は，昭和47年以来，山梨県植生調査研究会の協力を得て植物

社会学の視野から調査・研究されたものであります。

　今後，この植生図によって山梨県の植生に対する理解を深め，湿土の土地利

用，都市計画，自然保護，環境緑化等の諸施策を進めるうえで，活用されること

を望むものであります。

　おわりに，本調査にご尽力いただきました横浜国立大学環境科学研究センター

宮脇　昭教授をはじめ関係者の皆様に深く感謝申しあげる次第であります。

口召禾R52令二3月

山梨県知事 田　辺　国　男
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は　じ　め　に

　自然環境の保全を前提とした，問違いの少ない自然と人聞の共存関係を樹立するためには自然

の実体を生命集団の側から正しく把握しておくことがきわめて重要な前提条件となる。第二次大

　　し戦後の我が国の産業開発，都市開発，地域開発，さらには林業開発の多くが，一時的な経済効率

の上昇，生活条件の便利さや，向上に対しては貢献した。しかし他方では自然破壊，産業公審の

多発など人間の持続的な生存環境に対してはマイナス影響を顕在化しはじめている。とくに，新

技術や莫大な資金が集中投資された新産業都市や大都市の中や，まわりでより深刻な環境破壊を

もたらしている。

　今までの開発，都市化，新産業：立地化がすべて，そのままそこに住んでいる地域市民の生存環

境を破たん，荒廃させた原悶としては多くの人たちによって，それぞれの立場から論ぜられてい

る。しかし，薪しい慮然と人間の豊かな生活を共存させるためには，基本的には人間もどれほど

1ξ｝然を開発し，産業を発展させても生きているかぎり多様な自然環境の中で，多彩な生物社会，安

定した生態系（Okosystem）の一員として，他の生物との共存関係の枠内でのみ持続的な生存の保

証と固有の文化が創造できるのだという，対決から生態学的な共存への意識の変革が前提となる。

　また今までの，時間をストップした現在の市民のあらゆる欲望を満足するための行政から，す

べての人たちが一時的にはある程度の我慢を強要されても時間と共によりょく，より安定した多

様な自然環境を確保し，失われているところでは積極的に回復する行政への転換が必要である。

同時に地域の健全な利用，開発は，それぞれの立地の固有の自然環境の枠内で遠慮しながら行う。

　このような自然と人間の共存関係を前提とした地域住民の生活環境の向上を図るためには，生

命集団の側からの自然の実体を正しく把握しなければならない。

　日本列島の中央部に位置する総面積4463．48km2の山梨県は周1／i1を富＝iコ山（3776m）をはじめ

北岳（3！92m），仙丈岳（3033m），駒ケ岳（2966m），観音岳（2841m），八ケ岳（2899m），さ

らには金峰lLl（2595m）以東の奥秩父連山に囲まれている。県の中央部に広い甲府盆地が位置す

る首都圏に接したもっとも豊かな自然環境にめぐまれている。

　甲府盆地を流れる笛吹川，釜無川沿いの沖積低地，それをとり囲む山地との間の扇状地形など

のそれぞれの立地に応じて特産物になっている甲州ブドウをはじめ果樹や沖積地の水田，扇状地，

山足部のクワ畑などたくみな土地利用が行われてきた。

　また山梨県は，県土の77％を林野面積が占めている。その中で民有林は54％，県有林は45％を

占めており，林業が盛んである。同時に山岳部の自然度の高い地域は山梨梁ではもとより，iヨ本

の最後の残された貴重な自然の聖域としての相対的な価値を高めている。

　これら山地，特産物にめぐまれた山梨県は地域住民のよりよい生活条件，より豊かな経済を求

めての開発，産業発展志向と，まもなく3000万人に達するであろう東京湾ぞいの首都圏中心部の，
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いわゆる都市砂漠，産業砂漠地に住む入たちの失われた緑の郷土の代償としての本能的な，強烈

な鶴1然志向による，いわゆる観光客としての来県者の殺到に対応した急速な開発，各種産業の急

成長を追られている。

　山梨県民の明日の健全な生存環境を保証し，何時の時代にも，我が［調に残された貴重で，かけ

がえのない，より相対的な価値の上る自然環境の主役は裸の大地を被っている植生である。主な

景観形成者である植生は生態系（Okosystem）の基本構成要素であり，都市砂漠化された立地の

多様な環境創造のための生きた構築材料でもある。

　局地的には問題があるにせよ，山梨県は全県的には日本列島全体としては首都圏にもっとも近

いところで，もっとも緑豊かな自然環境がまだ残されている。しかし，これからの開発，産業化，

都市化のやり方によっては，もっとも深刻な環境破壊をもたらす危険性も少なくない。

　景観（La1認scha｛t）やその主要構成要点としての植生にはEllenberg（！963）も1・旨摘している

ように人間の干渉に敏感で，復元の困難なく溺い景観”と，ある程度の人間の干渉に耐え得る
く【

ｭい景観”とがある。

　山梨県下の，とくに山岳部に自然植生や自然蚤観が残されているのは，単に利嗣が困難であっ

たからだけではない。亜高山帯漏壷の高山帯，漢谷部，急斜面，尾根部などは一般に人間の干渉

に敏感な弱い部分である。したがって，宗教的なタブー意識などによってまもられてきた。

　現代の新しい技術を駆使すれば高山の山頂まで車道を建設し，各種の施設をつくることも可能

である。また谷の反対側の山頂部までの自然林を皆伐・搬lj二1することも可能である。しかし，そ

れぞれの立地一直の自然の許容限界を超えた産業の発展，地域開発はしばしば園復不可能なほど

の自然や景観の変化，破壊，さらには多様な人閥の生存環境の颪一化・寅化を強要する。

　これからの無理のない自然と県民の共存関係を前提としたよりよい都市づくり，生活環境の整

備には生命集団の側からの自然の調査・診断がすべての計画・施策の前提となる。

　山梨県では全国47都道府県の中で，また国の各省庁や各地方公共団体がほとんど行っていなか

った1972年度から全梨土にわたる本格的な現地踏査を基礎とした植物社会学的な植生調査，現存

植生図および潜在自然植生図の作製カミ計画・実施された。

　時代を先取りし，乙鳥の自然環境の保全と閾違いの少ない利用の基礎づくりのための3か年計

闘による緑の自然診断の調査・研究を指示された用辺国男山梨夢｝蕎知事の識見と全調査期閲を通じ

ての御援助，御激励に深い敬意を表したい。

　本調査研究およびそのとりまとめに関しては，山梨県の関係各機関をはじめ多くの方々に御協

力をいただいた。田辺知事をはじ県民生活局，自然保護課職員並びに県内外のi認査に御協力，御

援助，御便宜を戴いた皆様に厚御礼申しあげます。また現地調査，室内整理作業を通じて横浜国

立大学環境科学研究センター助教授奥田重俊氏を始め，望月陸夫，斎藤一子，成沢啓子，右手和

夫，原田敦子，井上香世子，持田幸良，中村幸人，山田政幸，箕輪隆一の各氏に御協力いただい

た。記して謝意を表したい。


